
 

 

 

 

 

 

日 時： 令和３年１１月１日（月） 

        ６校時（１４：３５～１５：２５） 

場 所： 玉幡中学校体育館 

講 師： 鈴木 徹 片下腿義足の陸上競技選手 

演 題： 「夢を持つことより大切なこと」 

主 催： 玉幡中学校 PTA研修部 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年度の PTA 健全育成講演会は，新型コロナウイルスの影響により，本校生徒のみの聴講とな

りました。予期せぬ困難を乗り越えて、走高跳選手として、自分の可能性に挑戦し続けている鈴木さ

んのお話を聴くことができる貴重な機会としました。 

保護者の方々にはライブ配信で聴いていただけるよう準備をしています。詳細については後日連

絡させていただきます。今回の講演から学んだことについて御家庭でお話をする機会としていただ

ければ幸いです。 

 

資料：Team SMBC オフィシャルサイト、 山梨県山梨市オフィシャルサイト 

【ご紹介】 

1980年生まれ、山梨県出身。中学、高校時代はハンドボール部に所属し、山梨県代表選手として国体で

3位入賞の経験を持つ。高校卒業直前に、運転していた車で交通事故を起こし、右足膝下 11ｃｍを残して切

断。リハビリがきっかけとなり走高跳を始めたところ、わずか３カ月でシドニー2000パラリンピックの大会参

加基準である 1m73cmをクリアし、日本人初の走高跳選手として出場を果たす。2006年のジャパンパラ競

技大会で日本記録を更新する 2m00cmを跳び、当時世界で２人しかいない義足での２mジャンパーとなる。

日本人選手団の旗手を務めた北京 2008パラリンピックで 5位入賞。ロンドン 2012大会、リオ 2016大

会では4位入賞。今年開催された東京 2020大会では 4位タイになり、3 大会連続の 4位となる。山梨県

は鈴木氏の偉業に対して県民栄誉賞を授与することを決定した。 

現在、SMBC日興證券に所属し、これからも現役選手として競技を続ける意志を表明している。また、日本

初となる義足のプロアスリートとして、自身の経験を活かし、小中学校や大学、企業など、全国各地で積極的

に講演活動も行っている。 


